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 国内ドローンビジネスの市場規模 

  

 
ドローンビジネスの市場規模は、機体とサービスと周辺サービスの３つで構成される。 
機体市場は、業務用（固定翼および回転翼、ローバー型、ボート型、潜水艦型）の完成品機体の国内での販売金額。
軍事用は含まない。サービス市場は、ドローンを活用した業務の提供企業の売上額。ただし、ソリューションの一部
分でのみドローンが活用される場合は、その部分のみの売上を推計。企業や公共団体が自社保有のドローンを活用す
る場合は、外部企業に委託した場合を想定し推計。周辺サービス市場は、バッテリー等の消耗品の販売額、定期メン
テナンス費用、人材育成や任意保険等の市場規模。 

出所：インプレス総合研究所作成 
資料1.3.1 国内のドローンビジネス市場規模の予測 

 

2018年度の日本国内のドローンビジネスの市場規模は 931億円と推測され、2017年度の 503億円から

428 億円増加している（前年度比 85％増）。2019 年度には前年度比 56％増の 1450 億円に拡大し、2024

年度には 5073億円（2018年度の約 5.4倍）に達すると見込まれる。 

分野別に見ると、2018年度はサービス市場が前年比 134%増の 362億円となり、昨年度最も高かった機

体市場の 346 億円（前年度比 64％増）を追い抜いた。また、周辺サービス市場が前年度比 63％増の 224

億円で続いている。各市場とも今後も拡大が見込まれており、2024 年度においては、サービス市場が

3568 億円（2018 年度の約 10 倍）と最も高く、機体市場が 908 億円（2018 年度の約 2.6 倍）、周辺サー

ビス市場が 597億円（2018年度の約 2.7倍）に達する見込みである。 

 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2022年度 2024年度

周辺サービス 65 138 224 322 394 501 597

サービス 154 155 362 657 1,220 2,204 3,568

機体 134 210 346 471 571 758 908

合計 353 503 931 1,450 2,185 3,463 5,073
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機体市場のうち、マルチコプターに着目すると、2018 年度は DJI の MAVIC 2 ENTERPRISE や

Phantom 4 RTK などに代表される小型機の性能が向上し、手軽に扱えるようになったことで、土木測量

や設備点検、災害調査の分野で小型機の活用がより一層進んだ。 

2019 年度以降は、農薬散布や物流などで大型の産業機の活用が進むことで、産業用機体の市場が増え

ていく。また、警察や消防の導入が進むことで、小型機の業務活用のパーソナル化（ドローンの携帯化）

が進んでいくことが予想される。一方で、空以外の領域においても、ローバー型ドローン（UGV：

Unmanned Ground Vehicle）、ボート型ドローン（USV：Unmanned Surface Vehicle）、水中ドローン

（UUV：Unmanned Underwater Vehicle）の開発や実証実験が進み、業務への活用されるものが出始め

ている。

サービス市場において、すでに市場が形成されつつあるものは、農薬散布や空撮、土木測量、ソーラー

パネルや屋根等の設備点検などである。また、災害調査では、公共だけでなく、損害保険会社の損害査定

での活用が本格化している。物流においては、人口集中地区以外における目視外飛行（レベル３）での運

用が開始された。

その他のさまざまな業務分野では、サービス開発に向けた民間企業主体の実証実験が数多く行われて、

業務への実装が始まろうとしている段階である。

2019 年度以降は、非 GPS環境下での安定飛行といった課題が一部解決するとともに、橋梁、送電線、

鉄塔、基地局、発電施設、工場やビル、船舶といった点検の対象となる設備や構造物へのドローン活用の

役割が明確化しつつあることにより、具体的なソリューションが開発されることでインフラや設備点検分

野の利用が急速に拡大していくと予想される。また、物流は離島や山間部等に代表される配達困難地域か

ら導入が進んでいくと見られる。周辺サービス市場では、ドローンの産業利用が進むにつれて、バッテ

リー等の消耗品や定期的なメンテナンス、業務環境に即した保険のバリエーションの増加などにより機体

市場の拡大に合わせて成長していくと予想される。
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出所：インプレス総合研究所作成 
資料1.3.2 サービス市場の分野別市場規模 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2022年度 2024年度

その他サービス 0 1 66 81 98 140 251

屋内 0 3 6 15 30 150 210

物流 0 0 5 10 72 288 432

防犯 0 0 10 42 67 94 131

農業 110 108 175 280 375 470 760

点検 2 5 43 110 349 808 1,473

土木建築 30 23 36 90 188 195 219

空撮 12 15 21 29 42 59 91
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2018年度の動き 

2018年は「ドローンの産業利用の準備が整った年」と位置付けられる。 

さかのぼれば、まだ黎明期であった 2016 年度に、中央省庁が主導する形で多くの実証実験が動き出し

たが、国が支援する研究開発プロジェクト（国プロ）の多くが、3 年という期間を設定されていたため、

2018 年度は成果を出さなければならない年になっていた。これまで国プロでは、国産メーカーの産業用

ドローンを活用した実証実験が頻繁に行われていたが、現在はその産業用機体の実用化に向けて動き出し

ている。それを象徴する事例が日本郵便の取り組みである。日本郵便は 2018年 11月に、レベル 3（補助

者なしの無人地帯上空の目視外飛行）による郵便局間の荷物輸送を開始した。この荷物輸送は、自律制御

システム研究所が製造している機体を活用している。なお、自律制御システム研究所は2018年12月、東

証マザーズに上場している。

各省庁ではまた、ドローンの活用に向けたインフラ整備を進めている。2018 年 4 月、国土交通省はド

ローン情報基盤システム（DIPS）の運用を開始した。以降は飛行申請が大幅に増えており、このシステ

ムの運用開始による効果は大きいといえる。

先にも述べたが、日本郵便が無人地帯での補助者なしの目視外飛行（レベル３）を実現するというミッ

ションを成功させたという点で、2018 年度は将来のドローン物流実現への階段をひとつ上がった年に

なった。このレベル３の目視外飛行にあたり、国土交通省航空局は 2018 年 9 月に飛行許可承認の審査要

領を改正し、同 10 月に日本郵便に対して承認を行っている。これらの動きは、物流や長距離にわたるイ

ンフラ構造物の点検、災害時の広域調査など、さまざまな産業分野でドローンが活用される可能性を高め

たといえる。

●機体：産業用ドローンが続々と投入

2016～2017 年度にかけて、さまざまなハードウェアや技術を投入し、ドローン市場を牽引してきた

DJIは、2018年、産業用機体へと方向性を広げている。Phantom 4 RTKやMAVIC 2 ENTERPRISEのよ

うに、産業用途の機体のラインナップが充実し、これらは多様な分野で活用されるようになってきた。農

薬散布機AGRASを販売する DJIの認定教習施設は、すでに 70以上にものぼる。 

一方、産業用機体を開発する他のメーカーは、DJI と差別化した機体の開発を積極的に行っている。例

えば、プロドローンが三菱重工業と共同で開発したシングルローターの監視用無人機や、自律制御システ

ム研究所が開発した、非GPS環境の下水道の中を点検するAir Sliderなど、分野に特化した機体が登場し

始めている。

国内の機体メーカーは産業用ドローンの量産化に向かって動き出している。また、空の分野だけでなく、

水中ドローン、UGV （ローバー型ドローン）、ボートといった新たなスペースで活用されるドローン

（無人移動ロボット）の開発や実証実験にも積極的に取り組んでいる。

こうした動きに伴い、ドローンに搭載する周辺機器も増加している。マルチスペクトルカメラやサーマ

ルカメラなどは、より手ごろな価格のラインナップも増えてきた。

●産業：さまざまな産業でドローンの活用が進む」

2018年度に利用が拡大した産業分野を挙げる。
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 ドローン事業者のビジネスモデル 

 機体メーカー 

現況 

空撮用の機体ではコンシューマー向けからプロユースまで幅広いモデルラインナップを擁する DJI。さ

らに同社はこうした空撮用途だけでなく、農薬散布用の AGRAS MG-1 シリーズや産業向け汎用機

Matrice200/210 シリーズをリリースするなど産業用途にも進出。2018 年には産業向けのブランドとして

「DJI Enterprise」を打ち出し、こうした従来の産業向けモデルに加えて、測量用の Phantom 4 RTK や

MAVIC 2 ENTERPRISEシリーズといった、小型機においても産業用途に向けたモデルを展開している。 

また、グローバルブランドのもう一つの雄、フランスの Parrot はホビーユースのモデルで知られる一

方、Pix4D のソフトウェアと組み合わせた測量・計測向けの ANAFI WORK や精密農業用の

BLUEGRASS FIELDSといった、産業用ドローンにも力を入れている。 

こうした全方位に展開するグローバルブランドに対して、日本国内の機体メーカーは早くから産業用途

にターゲットを絞り、各分野のユーザーと共に機体開発や実証実験を行っている。特に政府系法人の公募

や委託のプロジェクトへの参加は、限定された目的・用途に即した機体を開発できることから、国内メー

カー製の機体が使われていることが多い。 

また、今後日本国内においてドローンが社会実装の段階へと移行し、そのニーズが高まることを見越し

た動きも盛んになっている。2018 年 4 月にはプロドローンが KDDI と資本提携・業務提携契約を結び、

KDDI の関連会社となったほか、同年 12 月には自律制御システム研究所が東証マザーズ市場に上場する

など、機体メーカーとしての足場を固める動きが見られる。 

ターゲット 

・各産業のユーザーおよびサービス提供企業 

ビジネスモデル 

・汎用機の販売および産業に特化した専用機の販売（物販） 

１） 汎用機の販売 

DJIやParrot、農薬散布機メーカーなど。 

２） 専用機の販売 

業務内容に合わせた専用機では、汎用機をベースに改造を施したり、顧客の依頼に応じてゼロから

機体を開発する形で販売されることが多い。また、多くの産業分野においてドローンを活用する実

証実験としての利用も多く、コンサルティングやオペレーションサービスなどが含まれる場合もあ

る。 
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省人化という点においては、今後戸別配送への期待が高まるところだが、飛行型ドローンによる配送は

技術面をはじめさまざまな点でハードルが高い。そこで期待されるのが配送ロボットである。日本郵便で

は 2019 年 1 月に福島県南相馬市において、「拠点間輸送やラストワンマイルにおける配送ロボットによ

る無人配送の実現可能性」を検証する実証実験を行った。Drone Future Aviationが輸入しているイタリア

e-Novia社の「YAPE」と、ZMPの「CarriRo Delivery」を、自動車学校や災害公営住宅の敷地内を走行さ

せて、受取人の自宅まで荷物を届けるという設定である。 

また、楽天は中国の EC サービス大手の京東集団と連携し、日本で展開する予定の配送サービスに京東

の飛行型ドローンと地上配送ロボット（陸上型ドローン）を導入するとしている。京東は 2016 年から江

蘇省、陝西省をはじめ、中国の農村部で世界初のドローンによる商用配送サービスを行っており、すでに

40 万分以上の配達実績を残している。また、2017 年にリリースした配達用 UGV は、大学構内や一部の

都市で運行されるなど、ロボットによる配送サービスにおいて実績のある企業である。 

Amazon が 2013 年に「Prime Air」と呼ばれるドローンを使った配送サービスを発表し、一時は飛行型

ドローンが戸別配送まで担うと期待されていた物流分野。しかし日本では特有の環境や制度面の問題もあ

り、あまり進展を見せていない。それに代わって期待されるのが日本郵便や楽天が取り組む陸上型ドロー

ンによる戸別配送である。今後は高速で輸送できる飛行型ドローンと個宅のドアの前まで到達しやすい陸

上型ドローンを使った配送サービスに期待が寄せられる。 

 JUTMの動向 

2018 年度に補助者なしの目視外飛行（レベル３）が始まり、日本における次のステップは第三者上空

の目視外飛行（レベル４）となる。そこで欠かせないのが無人航空機運行管理システム「UTM

（Unmanned Aerial System Traffic Management）」である。「空の産業革命に向けたロードマップ」に

おいても、目視外飛行や長距離飛行が必要とされる物流や災害対応といった分野で、UTM やそれらを束

ねるUTMの開発が求められる。ドローンのための環境整備という点においても、2019年度中にUTMの

全体設計と各システムの開発と統合を済ませ、飛行実証の段階まで持っていくことが記されている。 

この UTMはアメリカ航空宇宙局 NASAが 2015年から実証実験を開始し、その役割が一般に知られる

ようになった。日本では東京大学、JAXA、NICT 等の国の研究機関、スバル、日立製作所、NTT ドコモ、

日本郵便、ANA ホールディングス、ヤマトホールティングスといったドローン産業に関わる民間企業ら

が、それ以前からドローン向けの運行管理システムの研究開発を進めるために自主的に集まり「ドローン

安全運行管理システム勉強会」を開催していた。この組織を継承する形で 2016 年 7 月に発足したのが、

「一般財団法人総合研究奨励会日本無人機運航管理コンソーシアム（JUTM：Japan Unmanned System 

Traffic & Radio Management Consortium）」である。 

ドローンの社会実装推進に必要な技術開発と環境整備、ロボットテストフィールドと連携した実証を行

うことがその活動の目的とされ、会員によるワーキンググループが主な活動である。ワーキンググループ

は「航空情報共有」「識別・通信」「運用調整」「国際標準化」「空域管理」に分かれており、分野ごと

に年4回程度開催されるワーキンググループに参加することとなっている。また政府のドローン関連の官

民協議会や検討会に参加して、さまざまな提言も行っているほか、ドローンに関する国際標準化「無人航
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2.1 ドローンの利用が期待される分野 

以下は、各分野におけるドローンの用途をまとめたものである。 

農林水産業 農薬散布 

（肥料散布、種まきなど） 

点検 橋梁点検 

精密農業 トンネル点検 

農地内搬送 ダム点検 

害獣対策 送電網の点検 

水産業 基地局 

林業 ソーラーパネル点検 

土木・建設 工事進捗 屋根点検 

土木測量 ビル壁面点検 

建築測量 下水道点検 

空撮 

 

映画・ドラマ・CMなどの

商業空撮 

プラント 

観光空撮 風力発電 

不動産空撮 設備点検 

ニュース報道 船舶 

イベント撮影 搬送・物流 通常搬送（拠点間・個別） 

防犯監視 巡回監視 緊急搬送 

イベント監視 倉庫工場（屋内利用） 部品・商品搬送 

エンタテインメント ドローンレース 在庫管理 

イベント演出 鉱業 鉱業 

公共 現場状況把握 

（事件・事故状況把握） 

計測・観測 環境モニタリング 

被害状況調査（自然および

人為的な広域災害） 

保険（損害保険） 損害保険 

通信 基地局・中継局 その他 その他 

資料 2.1.1 ドローンの利用分野一覧 

 

ドローンの用途は多岐にわたっている。現状、ビジネスとして考えられるだけで 13 分野(41 項

目)以上あり、用途の広がりをみせている。次節から各分野別に現状や活用事例、分野特有の課題、

技術的および社会的な課題と今後の展望についてまとめる。 
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2.2 農林水産業 

農業分野でのドローンの利用は大きく分けて、「農薬散布」「精密農業」「農地内搬送」「害獣

対策」の４つがある。（そのほかには肥料散布や種まきなどもある）。 

精密農業は、生育観察レベル（空撮見回り）程度から植生解析（植物の健康状態、病害虫の発生

状況など）まで幅広い用途が考えられる。害獣対策は、イノシシやシカなどが人里に下りてきて、

農作物に被害を与える事態が各地で生じており、その生態把握にドローンの活躍が期待されている。 

水産業は、水上ドローンを活用した餌まきを行う養殖業や赤潮被害対策などにドローンを活用す

る可能性がでてきている。 

林業は、里山保全管理や森林資源の利活用に向けた、ドローンによる森林調査が進められている。 

この他、農地内など限られた範囲内でローバー型ドローンなどを農機具や収穫物の搬送に利用す

る新しい動きもでてきている。搬送分野については 2.6 章「搬送物流」にも詳しく記述している。 

ロードマップ 

 

資料 2.2.1 農林水産分野のフェーズ（2019/3 月時点） 

現況と課題、今後の展望 

農林水産業における日本特有の課題としては、2 つの視点がある。農業現場が抱える課題と農業

の産業化に向けた課題だ。 

まず、農業現場が抱える課題として、就労者の高齢化や担い手不足といった就労人口の減少、農

機具の操作など熟練者でなければできない作業が多く、若者や女性の参入のさまたげとなっている

結果、一人あたりの管理農地面積の増大という課題、そして生産者の収入の低さといった点が挙げ

られる。さらに新規就農者に向けての知の伝承手段がないこと、海外への輸出を見越した「見える

化（農薬量の問題など）」といった問題もある。 

農業の産業化は政府が掲げる施策であるが、農業が産業化するためには他の産業と同様に、情報

研究フェーズ

基礎・調査研究 商用可・実用化 普及

農林水
産

事業化フェーズ開発フェーズ

技術開発　　　　　　　　実証実験

農薬散布

精密農業

農地内搬送

水産業

林業

害獣対策
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システムの活用が進められなければならない。その課題解決のために、生産現場に対しては、ド

ローンによりデータ収集をしたうえで分析し、自動化して、農薬や肥料の散布を圃場の場所によっ

て変化させ（適切なところに適切な量をまく）、効率化を図る取り組みが進められている。また、

ドローンを活用することで、今まで人が経験と勘で行っていた作業の“暗黙知”を“形式知化”し、

経験者の知の伝承手段を図ることができる。農業の産業化という点では、いつどんなものがどのく

らい生産物として納められるかといった農作物の情報化への寄与や、生産過程における「見える化」

が進むことが期待される。 

日本はすでに農作技術が高く、農作地の面積が他の国々に比べて狭い。そうした環境では、収量

の増加や作物の品質向上、病害虫による農作物被害の軽減など様々な効果に対して実感が得られに

くい面もあり、精密農業のメリットが感じることが難しい。今後、精密農業を推進するためには、

農業全体市場で捉えていくことが重要である。つまり、生産する農作物が消費者に届くまでの様々

なコスト（物流、宣伝販促費）や食品加工業者などが捻出しているコストも含めて、農業という産

業全体で費用対効果を見極めながら取り組んでいく必要がある。 

さらにこうした精密農業は、これまで各所で実証実験は行われているものの、まだまだ産業への

実装の段階には進んでいるものは少ない。そこで政府では「未来投資戦略 2018」を閣議決定し、

“農林水産業全体にわたる改革とスマート農林水産業の実現”を掲げ、農林水産省は 2019 年度予

算に「スマート農業加速化実証プロジェクト」という形の新規事業として 5 億円を計上している。

これは各都道府県に１ないし２のスマート農業モデル地区を展開するというもので、この動きが日

本のスマート農業を加速させていく原動力となるだろう。 

2.2.1 農薬散布（肥料散布、種まきなど） 

現況 

日本国内では農薬の空中散布において、1990 年代から産業用無人ヘリコプターが利用されてい

た。2016 年 4 月農林水産省がドローンでの農薬散布のガイドライン「空中散布等における無人航

空機利用技術指導指針」を定め、ドローンによる農薬の空中散布が本格的に開始されている。日本

の農家の一戸当たり経営耕地面積 1は平均 1.74 ヘクタール（平成 30 年、北海道を除く都府県平均）

であり、今後、一戸あたりの管理農地は増えていくことが見込まれる。現在は、農林水産航空協会

に登録されている機体（11 社 16 機種。平成 31 年 1 月末時点）もオペレーターも顕著に増加して

いる。指定教習施設も 228(平成 31年 1月末時点)に増えている。畑作や果樹、施設園芸にもドロー

ン（ローバー型含む）の利用に向けた検討がなされている。 

ドローン活用のメリット・特長 

・労働負担の軽減（ひとりでも手軽に作業が行える） 

                                                        
 
 
1 農林水産省, http://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/10.html 
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・作業効率の向上（1 ヘクタールあたり 10～15 分程度で農薬散布が可能。） 

・コストの削減（地上での農薬散布に比べて安価なケースがある） 

・健康被害の軽減（地上の農薬噴霧の場合、農家が農薬を吸い込むケースがある） 

・（従来の産業用無人ヘリと比較して）導入費用の削減 

・（従来の産業用無人ヘリと比較して）実用性向上 

・作物の安全性の向上（必要な場所にピンポイントで農薬を散布）

主なプレイヤー 

・ハードウェア

エンルート、丸山製作所、TEAD、東光鉄工、DJI、クボタ、スカイマティクス、MAC－

FACTORY、ヤマハ発動機、マゼックス、XAIRCRAFT JAPAN

・サービス

ドローンオペレーターなど農薬散布を請け負う事業者

・エンドユーザー

農家、農家同士が連携した小規模な組合

ビジネスモデル 

農家がドローンを購入して自ら農薬散布するケースと、作業を請け負うサービス事業者へ依頼し

て散布を任せるケースに分けられる。今後は、農家が農薬散布サービスを利用するケースが増加す

ることが見込まれる。なお稲作では、年に 2 回から 3 回の農薬散布が行われている。 

費用 

・利用者が購入する場合：機体購入に 150 万円～350 万円程度。別途、農薬代が必要

・農家が農薬散布サービス会社へ依頼した場合の単価は 10 アール（1 ヘクタール）1 万円～2.5 万

円（農薬代は別途）。北海道が最も単価が安いといわれており 1 アール 1000 円、農薬散布の難

しい地域は 1 アール 2500 円程度といわれている。

※利用する農家から見ると費用対効果がわかりづらく、費用への納得感があるかどうかがポイント

となる。

代表的な機体 

AC1500（エンルート）、TSV-AH1（東光鉄工）、MG-1P（DJI）、YMR-08（ヤマハ発動機）

など

課題 

① 分野特有の課題

・機体およびサービスのコスト負担

中小規模の生産者がコストをかけてドローンを使用して散布する場合と、人の手で散布する場
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3.1 全体的な動向 

本節では、政府や関係省庁の動向をまとめる。 

 

日本では、2014 年頃からドローンの商業利用に関して、どのようなガイドラインを整備すべきか、議

論が繰り返されてきた。その状況を一変させたのは、2015年 4月 22日に発生した、首相官邸へのドロー

ン落下事件である 1。この事件を受けて政府では、首相官邸が中心となり、4月 24日に「小型無人機に関

する関係府省庁連絡会議 2」が発足した。この会議の目的は、「小型無人機を利用したテロ等に対する重

要施設の警備体制の抜本的強化、小型無人機の運用ルールの策定と活用の在り方、関係法令の見直し等に

ついて、関係行政機関相互の緊密な連携・協力を確保し、総合的かつ効果的な推進を図るため」とされて

いる。また、この連絡会議の中に、「小型無人機に関する関係府省庁連絡会議（2018 年 12 月 20 日まで

に全 8 回）」、「小型無人機に係る環境整備に向けた官民協議会（同 12 月 10 日までに全 10 回）」、

「小型無人機の更なる安全確保のための制度設計に関する分科会（同 12 月 5 日までに全 9 回）」が設置

された。 

2018年10月30日には、内閣官房に「小型無人機等対策推進室」が設置された。この推進室の目的は、

「小型無人機等の飛行による重要な施設に対する上空からの危険の未然の防止等に 関する対策に係る事

務を処理するため」とされている。つまり、2019年に開催されるラグビーワールドカップや 2020年の東

京オリンピックに対して、ドローンを使ったテロへの対策を講じるための動きである。 

 2015 年 4 月の“首相官邸ドローン落下事件”は、奇しくもドローンというものの存在が世間に広く知

られる契機となった。この事件後、日本各地で発生していたドローン落下事故がメディアで連日報道され、

全国の自治体は独自に公園やイベントでのドローンの飛行を禁止するルールを設けていくこととなる。同

時に、ドローンを社会に役立つツールとして位置付け、そのための法規制を整備する契機となった。 

2015 年度の通常国会で、「国会議事堂、内閣総理大臣官邸その他の国の重要な施設等及び外国公館等

の周辺地域の上空における小型無人機の飛行の禁止に関する法律案」と「航空法の一部を改正する法律案」

が提出された 3。この法案は 2015 年 9 月に成立・公布され、同年 12 月 10 日に施行されたこの法律によ

り、日本においても、ドローンを利用する際のルールが定められることとなった。また、「小型無人機の

飛行の禁止に関する法律」は、2016年 3月に可決・成立し、同年 4月 7日に施行された。 

 

2016 年の 8 月には総務省が電波法を改正し、ドローン用の電波周波数帯を割り当てると同時に、無人

航空機における携帯電話等の利用の試験的導入として、携帯電話の上空利用を認めている。また、2016

年 9月には国の成長戦略を練る政府の第一回「未来投資会議」が開催され、「建設業の未来投資と課題」

                                                        
 
 
1 このドローン落下事件は、威力業務妨害罪および火薬類取締法違反で起訴され、2016年2月16日、被告に懲役2年執行猶予

4年の有罪判決が言い渡された 
2 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kogatamujinki/ 
3 「改正航空法」は2015年9月10日に成立、「国会議事堂、内閣総理大臣官邸その他の国の重要な施設等及び外国公館等の

周辺地域の上空における小型無人機の飛行の禁止に関する法律案」は「改正航空法」に吸収 
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3.5 経済産業省 

経済産業省が進めるドローン関連の動きには以下のようなものがある。 

 

経済産業省はドローン産業の発展を推進する官庁として、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総

合開発機構（NEDO）を通じて、日本のドローンのハードとソリューションの開発を支援している。

NEDO では「ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の実現プロジェクト」（DRESS プロジェ

クト）として 2017 年に事業を開始。事業は大きく分けて 3 つあり、そのひとつはドローンの性能評価基

準等の策定である。これは物流やインフラ点検、災害対応といった分野で活躍するドローンの性能評価基

準を、用途分野およびドローンごとに策定するというもの。これには飛行型だけでなく陸上型、水中型な

ども含んでいる。 

 
出所：経済産業省資料より 

http://www.meti.go.jp/main/yosangaisan/fy2019/pr/en/sangi_taka_12.pdf 
資料3.5.1 経済産業省 ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社会の実現プロジェクト（再掲） 

 

もうひとつが飛行型ドローンの運行管理（UTM）システムの開発だ。これは物流など長距離・目視外

飛行を行うのに欠かせない技術で、「運航管理統合機能」「運航管理機能」「情報提供機能」などを開発

する。宇宙航空研究機構（JAXA）を筆頭に、情報通信研究機構（NICT）、産業技術総合研究所

（AIST）、国立情報学研究所（NII）が参画しており、JAXA が UTM の全体設計を行い、物流や警備と

いったドローンを活用する民間企業が運行管理に必要な機能を分担して開発にあたっている。2017 年に

プロジェクトはスタートし、福島ロボットテストフィールドなどで実験を行いながら、2020 年までに社
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 プロドローン（PRODRONE） 

企業概要 

会社名 株式会社プロドローン 
URL https://www.prodrone.com/ 
所在地 本社 愛知県名古屋市中区新栄町 2－4坂種栄ビル 16階 

2019年 5月 本社を名古屋市天白区中平 1－115番地へ移転予定 

2019年 4月 東京支店を東京都千代田区平河町 2－4－14平河町KSビル１階へ開設予定 
設立 2015年 1月 15日 
資本金 １億円 （累計調達額 17億円） 
代表者 代表取締役社長 河野雅一 
事業内容 産業用ドローンシステムの研究・開発・製造 

産業用ドローンシステムのコンサルティング 
産業用ドローンに関する各種受託開発及びODM・量産 
産業用ドローン飛行制御システムの研究開発 
産業用ドローンサービスアプリケーションの研究開発 
運用者への教育トレーニング 
保守メンテナンス 
現場フライトサービスの役務提供 

社員数 43名（子会社含む） 
関連会社 Prodrone Inc. アメリカシリコンバレーに１００％出資の現地法人 

Avidrone Aerospace Inc.（カナダ・トロント 関係会社） 
株式会社プロフライヤー 100％出資子会社 ドローンサービス会社 

概要 

・2014 年 11 月、放送業務用映像システム設計の株式会社システムファイブと産業用ドローン（無人飛行

機・マルチコプター）開発大手の株式会社ケイアンドエス（後にシステムファイブに吸収合併）は、産

業用ドローン分野における業務提携を締結し、同時にシステムファイブは PRODRONE 事業部を発足

させ産業用ドローン市場への参入を発表。 

・2015年1月、株式会社システムファイブは、「PRODRONE」の運営を更に強化。ソフトウェア開発の

株式会社 Net&Logic（後にシステムファイブに吸収合併）が加わり、三社の合弁会社「株式会社プロド

ローン」として独立法人化した。設立母体の一つであるケイアンドエス（菅木紀代一）は、元々RC ヘ

リの設計・製作では３０年以上のキャリアをもち世界的に名の知られたブランド（設計者）であり、ま

たもう一つの設立母体である Net&Logic の市原和雄も元大手電機メーカーのソフトウェア部門のトッ

プ開発者。 

・ドローンの研究開発に携わっているテストフライヤーは、F3Cの世界選手権出場経験者が複数在籍して

おり、開発側へ高精度のフィードバックを行っている。 

・高品質・高機能・高安全の機体設計だけでなく、使用目的に合致したフライト制御システム開発、顧客

のデータニーズを満足させるサービスアプリケーション開発、又、実際の現場で行うフライトサービス
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レイアウトを採用している。そのため従来の大型6枚機に比べ軸間距離が短くなり、推力性能はそのまま

に省スペース化が実現した。モーターバッテリーは、機体のフレームから隔離されたバッテリーボックス

にワンタッチで収納でき、バッテリー交換の利便性が向上した。さらには、バッテリーボックスを独立さ

せることで、ユーザーの作業仕様によりバッテリーの取り付け位置を自由に変更することが可能となった。

PRODRONEの新型大型6枚機「PD6B-Type II」は、大型機の余裕のパワーと高い可搬性、高い安定性を

確保。レーザー測量機や物資輸送機など非常に幅広い産業用途で使用が考えられる。 

 

 
出所：PRODORONEウェブサイトより

（https://www.prodrone.com/products/pd6b-type2/） 

資料 4.1.22 PD6B-Type II 

 

（３）PD4-FG1（開発中 2019年 8月発売予定） 

プロペラフルガードで高い安全性を実現。屋内物流・屋内点検業務に最適な高ペイロード機 

工場内の物流や各種屋内飛行業務に、またトンネル内の点検業務にも最適なプロペラフルガードドロー

ン。この機体サイズでありながらモノコック構造を実現したことにより、軽量かつ堅牢性を確保し、最大

ペイロードも４kg を実現。加えて全てのプロペラをフルガードしている為、屋内飛行において極めて高

い安全性を確保している。 

 
出所：PRODORONE 提供資料より 

資料 4.1.23 PD4-FG1 の屋内物流 BOX 搭載例 

機体 PD6B-TypeII 

モーター軸間距離 1348mm 

全高 550mm 

機体重量 11.5kg（ バ ッ テ リ ー 含 ま
ず） 

プロペラ直径 712.5mm 

飛行時間 約 30 分 
（ペイロードゼロの場合） 

最大ペイロード 30kg 

最高速度 60km/h 

飛行可能風速 10m/s 

バッテリー 16000mAｘ4 
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